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Summary 
Polygonαtum odor.αtum， P. macranthum and Smilαcma japomcαare wild p巴rennialherbaceous 
plants in Japan， but the young shoots are used as vegetables. The growth and developrnent of the top 
shoots， the rhizorne developrnent and the propagation by rhizorne division of those plants were investi-
gated. Field-grown P. odoratum sprouted in the first half of April when rnean outside air ternpera-
tures reached about 1O"C. The plants flowered in May and the vegetative growth of the shoots ended 
before the end of May. The shoots died off in Septernber. The seed production fluctuat巴dwidely with 
the years， but the plants produced seeds in adequate quantity for seed propagation. Field-grown P 
macranthum sprouted and flow巴r巴done rnonth later than P. odoratum. And the vegetative growth 
of the shoots ended one rnonth later than P. odoratum. However， the shoots died off a litle later than 
P. odoratum. P. macranthum produced rnore quantity of seeds than P. odorαtum. S.jαcponica sprouted 
earlier than P.odoratum， and the vegetative growth of the shoots ended before the rniddle of May. The 
seed production of this plant was poor. Both of P. odoratum and S. japonica developed two new 
rhizornes at the base of this year's shoot in a way of dichotornous branching. N巴xtspring the 
terrninal buds of the new rhizomes developed into new shoots. When rhizomes with terrninal buds of 
P. odoratum were cut off in about 17cm in length (l3cm if divided rhizomes were Y shapes) and planted， 
th巴 rhizomesdeveloped shoots of rnore vigorous growth next spring than shorter rhizorn巴s.In S 
japonica， divided rhizornes of 5cm in length developed shoots of more vigorous growth next spring. 
Key words: Polygonαtum， Smilaci九日， rhizome developm巴nt，seed production， vegetative propagation. 
緒 言
山採りのみでは供給量が極めて限られるので，栽培化が
望まれている.なお，これら3種とも根茎が薬用として
アマ ドコロ，オオナルコユリおよびユキザサは根茎を 利用され，多くの薬理効果があるので(三橋，1988)，こ
形成するユリ科多年性草本で，展葉前の若いシュ トー が の方面での需要増の期待もあろう.
山菜として利用されている.これら 3種と もその風味の これら3種の山菜は従来一般市場に出ることのほと
良いことから，安価で、安定した供給が行われれば需要の んどない極めてマイナーな山菜であったため，栽培学的
増加が大いに期待される. しかし， 自然での分布が狭く， な研究はもちろん植物学的な研究も分類学的なものを除
いてはこれまでほとんど行われてこなかった. しかし，
キー ワード アマ ドコロ属， ユキザサ，根茎発達，種子 最近になって，著者らが種子発芽に関して(高樹， 1ω1)， 
生産，栄養繁殖. 根茎発達と実生の生育に関して(高樹ら，1993)および
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種子発芽と根茎の休眠に関して(高樹ら，1997)口頭発 調査した.なお，開花時期前後は 2，3日間隔で生育調
表しているほか，田口・腰岡 (1994)が種子発芽に関し
て口頭発表している.また，斑入りのアマドコロは観葉
植物としてわずかではあるが栽培・利用されていて，そ
の栽培法の簡単な記載(岡， 1982;成沢， 1982)はある.
しかし，観葉植物と山菜とでは収穫時のステージがかな
り異なるので，これらの記載は参考にはなるが，山菜
(野菜)として利用する場合の栽培にそのま ま適用する
ことはできないであろう.野菜としてのアマドコロ属，
ユキザサの栽培法はまだ手探り状態で，不明な点が多い
と言える.
査を行った.得られたデータから，成長が異常に遅いな
ど，順調でない成長を示したシュートのデータを除外し，
各種類ごとに約10本のシュートを選んで平均値を算出し
た.なお，開花-結実に関してはこの両年のほか1990，
'91， '92， '97年にも部分的な調査を行った.
実験2 根茎の発達経過
アマドコロは1990年に根茎の掘り上げ、調査を行った.
根茎を 5月21日から11月21白まで1ヶ月間隔で計7回掘
り上げて外部形態および根茎発達の様相を調査した.ユ
キザサは1988年に掘り上げ調査を行った.根茎を 4月23
そこで本報告は，これら山菜の栽培法および繁殖技術 日， 5月27日および7月29日に掘り上げてアマドコロ同
を検討する場合に必要になるであろうと思われる，植物 様に調査した.
学的および栽培学的情報を提供することを目的として， 実験3 分割根茎による増殖
著者らがこれまで行ってきた研究の中から生育経過，根 1990年10月24日(アマドコロ)および25日(ユキザ、サ)
茎発達の様相， 種子生産および根茎分割増殖に関する研 に圏場から根茎を掘り上げて， 1芽および2芽をもっ以
究を選んで，その結果の概要を報告する.なお，研究結 下の大きさの根茎を調製して同日圏場に植え付けた.ア
果の一部はすでに口頭発表されたものである (高樹ら， マドコロでは， 1芽を持つ根茎として，頂端に l芽を持
1993) . つ長さ 3. 9. 13および17cmの根茎(芽の部分を除く長
材料および方法
さ)を調製した.調製の際，分校している根茎は大きい
主根茎を残して，他を分枝基部から切除して l本の棒状
1984年秋にアマドコ ロ，オオナルコユリおよ びユキザ 根茎とした.また 2芽を持つ根茎として，先端の方で同
サの根茎を分割して山形大学農学部圏場に定植した 以 様な大きさに 2分校したY字形の根茎(当年に 2分枝あ
後無移植で収穫せずに栽培を続けた株を供試材料とした. るいは前年に 2分校したもの)を選び，これ以外の分枝
なお，この種の多年生山菜の生産栽培では，根茎を植え 根茎を基部から切除し，根茎長(長いほう)が9，13お
付け後1年間以上は養成栽培して株を充実させてから収 よび21cmのものを調製した.各区12本を植え付けた.ユ
穫に入札無移植で数年間以上にわたり収穫を続けるの キザサでは，頂端に l芽を持つ長さ3.5，5， 8， 10.5お
が普通で，毎年の光合成産物の蓄積をある程度以上確保 よび15cmの根茎を，また 2芽を持つ根茎として長さ7お
するため発生シュートの一部を収穫せずに成長させる. よびlOcmの根茎をアマドコ ロと同様の方法で調製して，
以下の実験1，2では， 3， 4年間養成された株を調査 各12本ずつ植え付けた.生育・開花結実調査はいずれも
したが，このような株は生産栽培中の株(1， 2年間養 植付翌年に行った.
成株あるいは前年に一部の若いシュートを収穫した株)
よりは生育が優れると予想される.しかし，生育経過の
基本的傾向には差がないものと思われる.一方，根茎の
発達は当年に成長するシュートの基部で著しいので，若
いシュートの収穫はその基部で進行中の根茎発達に著し
い影響を与えるが，これについては「根茎の発達経過」
の項で触れる.
実験 1 }也上部の生育経過
地上部の生育については， 3種類とも1988年と '89年
の2年間調査した.生育調査は両年度とも各種類ごとに
12-20本のシュートを選び，同一シュートを 4月上旬か
ら1週間間隔で地上部の黄変が明白になる時期まで継続
2 
結果および考察
地上部の生育経過
1988年と '89年の調査結果は向様な傾向を示 したので，
'89年の結果を中心に述べることにする.
アマドコロ
生育 ・調査開始の1989年4月7日には100%萌芽して
いたが，まだ萌芽直後と推定され，本葉は出葉していず，
ほとんどの芽は葉身のない 2. 3枚の鞘状葉 (sheath
leaf;清水・梅林(1995)は他のユリ科植物の同様の葉
にこの用語を当てている)に包まれていた.前年の調査
では4月8日には萌芽がまだ認められず， 100%萌芽に
3 
表)，萌芽が見られたのは両年とも， 平均気温が約10"C
に上昇した頃であった.
芽から本葉が出葉したのは4月中旬で， 4月下旬には
本葉の展開が見られた(第 1図).草丈は 4月中旬以降
急速に増加し，並行して展葉数も急速に増加した. 4月
下旬から着花が認められた.花は本葉の葉肢に 1-3花
着生した.着花節は下位から 2番目の本葉節から連続的
であったが，最上位の，平均して約6節には着花しなかっ
た.開花は5月上旬から起こり， 5月中旬には開花が終
了するとともにシュートの栄養成長も終了し，草丈は60
-80cm (平均73cm)，展葉数は12-20枚(平均16枚)に達
した.結実は5月下旬から認められた.なお，前年の調
査では当年(1989年)の場合より l旬ほど遅れて以上の
成長が進行した. 8月中旬以降， 葉の先端から徐々に枯
れ上がりが始まり， 草丈の減少が見られ(第 1図)，ま
た8月中旬の終わりには17%のシュートが完全に枯れ上
がった(第2表).以後，地上部枯死シュー トが徐々に
増加し，9月末には50%のシュー トが枯死していた.前
年の調査では枯れ上りの開始が当年より半月遅れたが，
その後は枯れ上りの進行がよ り急速に進み， 9月末には
当年とほぼ同様の枯死率になった.
開花結実 発生シュートの 8-9割が着花した(第 3
表).着花シュートの平均着花数は13-19であった.結
実率は1988年-'90年の 3ヶ年は 6-8%で低かったが，
'92年は54%で高くなった.後述するように1991年の分割
アマ ドコロの生育経過と根茎分割増殖 高樹
達したのは4月17日頃であった.両年の春先(3月上旬
から 4月中旬にかけて)の気温の上昇を比較すると ，
1988年は '89年より 1旬程度遅れて上昇してお り(第 1
Table l. Mean outside air temperatures in 1988 and 1989 
Difference('C) 
B-A 
Mean temperature('C) 
1988 (A) 1989 (B) Date 
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?
???
?
??
?
?
ょ
?
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0.4 
-l.6 
17.8 
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19.9 
18.6 
18.4 
2l.5 
1 to 10 Jun 
1 to 20 Jun. 
21 to 30 Jun 
???????
?
?
?，?
?
?
???
?
? ?
??
?? ?
? ?
20.9 
2l.4 
20.9 
1 to 10 Jul 
1 to 20 Jul. 
21 to 31 Jul 
l.5 
-2.0 
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?
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?
?
?
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??
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26.9 
26.0 
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?
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Figure 1. Top growth of field-grown Polygonatum odoratum in 1989 
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根茎植付実験でも最大58%の結実率が得られた(第7表).
アマドコロの結実準が年によって大差を生じた原因の l
つに花の発育が年によって不良になったことがあるよう
である.すなわち，雌しべの発育不全花の割合が1989年
と'90年の調査では多かったが， '91年には少なかった
(本間純， 1990;小林一彰， 1991;菅野結花， 1992). 
しかし，雌しべの発育不全花の割合が年によって大きく
変動した原因は今のところ不明で，今後の検討課題であ
る.
果実内の種子数は小果では l個の場合がよく見られた
で後述のユキザサの約3倍で，またシュートの立毛数が
後述のように年毎に約2倍に増加していくので，たとえ
結実率が8%前後の低率でも，定植後ある程度年数が経
れば株の果実生産量，ひいては種子生産量はかなり多く
なる.したがって，種子繁殖は有効な繁殖手段になる可
能性がある.
オオナルコユリ
生育 萌芽はアマドコロに比べて約 1ヶ月遅く， 1989 
年はアマドコロの開花が始まった 5月上旬に萌芽が開始
し，同月下旬の始めには萌芽を終了した(第4表).1988 
が，大果では多くなり， 449果実を調査した1991年には最 年は萌芽開始が5月上旬の終わりないし中旬の始めでや
多で25個に達し， 1果平均種子数は3.8個であった. 1997 や遅かったが，萌芽終了は同月下旬の始めで '89年と変
年8月23日に無作為サンプリングした50果実の 1果平均
種子数は2.9個であった.
アマドコロの結実率は年による変動が大きく，安定し
ていなかった しかし， 1果当たりの種子数は 3~ 4個
Table 2. Top dying-off time of Polygonatum and 
Smilacina japonica 
% Top dying-off shoots 
Date 
P口dor日tumP. mαcranthum Smilacina 
1983 
(No. 01 observed shoots) 
Aug.19 
S巴p.2 
Sep. 16 
Sep.30 
Oct. 14 
(15) 
0% 
7% 
27% 
60% 
87% 
(14) 
0% 
7% 
14% 
50% 
50% 
????
ー
1989 
(N o.01 observed shoots) 
Jul. 21 
Aug.4 
Aug.18 
Sep.l 
Sep. 15 
Sep.29 
(12) 
0% 。%
17% 
33% 
33% 
50% 
(13) 
0% 。%。%。%
23% 
46% 
(12) 
8% 
17% 
25% 
42% 
67% 
Table 3. Flowering and fruit setting of 
Polygonαtμm odoratum 
Year No. 01 observed % Flowering No. 01 flowers per % Fruit 
shoots shoots flowering shoot setting 
1983 
1989 
19卯
1992 
93 
83 
15.6 
15.8 
18.7 
13.4 
15 
12 
(10)' 
(5)' 
ZOnly flowering shoots were observed 
わらなかった.第1表の平均気温のデータから見て，オ
オナルコユリの萌芽は平均気温が約140Cに上昇した頃に
起こると思われる.
芽は鞘状葉3，4枚に包まれ，その内部に本葉があっ
た.なお，鞘状葉の寿命は短く，開花期までには枯死し
た.本葉の出葉は萌芽後まもなくから，また本葉の展開
は5月下旬から見られ，草丈も萌芽以後急速に増加した
が(第2図)，草丈の増加，新葉の抽出・展開は 6月中
旬には衰え，同月下旬にはほぼ終了 し，草丈は86~148 
crn (平均114crn)，展葉数は18~33枚(平均24枚)に達し
た. 5月中旬の終わりから着花が認められた.開花始め
は5月末で， 6月上中旬に開花がピークになり， 6月下
旬に開花が終了した花は本葉の葉般に 1~ 3花着生し
Table 4. Sprouting time of P.macranthum 
Date % Sprouting shoots 
1983 
(No. of obs巴rvedshoots) 
May 6 
May 1 
May 13 
May 15 
May 18 
May 19 
May 21 
May 23 
(18) 
0% 
22% 
44% 
56% 
78% 
83% 
94% 
100% 
? ?
?
， ?
? ?
?
，?
???
?
??
? ?
1989 
(No. of observed shoots) 
Apr. 28 
May 5 
May 12 
May 19 
May 26 
(14) 
0% 
21% 
64% 
93% 
100% 
4 
5 
???
??
?
?。?
??????
，?
? ，
?
?????
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Figure 2. Top growth of field-grown Polygonαtum macranthum in 1989 
た.前年の調査でも 4月8日には100%萌芽していたが，
展葉開始は4月中旬であった.鞘状葉は 1葉で前述のア
マドコロ属植物より少なく，萌芽から本葉の出葉，展開
が見られるまでのタイムラグはアマドコロ属植物より短
かった.本葉の展開時期は第l表の平均気温表から見て，
平均気温が約10"Cに上昇した頃に起こると見られる.な
お，萌芽時期を調査開始時の萌芽状態と後述の成長状態
から推定すると， 1988年は4月上旬半ば頃(平均気温約
6 "C)， '89年は3月下旬後半-4月初め頃(平均気温約
7 "C)と思われる.
(花序を除く )草丈は調査開始の1989年4月7日には
すでに急速な増加状態にあり ，同月末頃まで急増したが，
5月上旬には草丈が21-29clD (平均約25cID)になって増
加をほとんど終了した (第 3図).展葉数も 4月7日に
すでに急増状態にあり，同月下旬の始めまで急増して，
5 -8 (平均6.5)葉になって増加を終了した.4月中旬
Table 5. Flowering and fruit setting of 
Polygonatum mαcranthum 
1988 
1989 
1990 
192 
% Fruit 
settmg 
48.6 
5.9 
57.7 
75.8 
'All shoots bore flowers 
No. of flowers 
per shoot 
?
?
??
?
? ? ?
?
?
??
?
No. of observed 
shoots' 
??
?
?
? ?
?
Year 
5 
た.着花は本葉の最下位節ないしその次の節から多くの
場合連続的に見られたが，途中に花を欠く節もたまに見
られた.最上位の，平均して約13節には着花しなかった.
結実は 6月から認められた.なお，前年における成長・
発育の進行も，萌芽開始時期を除いて当年(1989年)と
大差なかった. 8月下旬以降， 展開業の先端から枯れ上
がりが徐々に進行し始めたことによる草丈の減少が見ら
れ (第2図)，9月中旬には23%のシュートが枯れ上がっ
た(第2表).以後，枯死シュートが徐々に増加し， 9 
月末には半数弱のシュートが枯死していた.前年もシュー
トの枯死の進行は当年と大差なかった.
開花結実:発生シュートはすべて着花した.シュート
当たりの平均着花数は年度により異なったが， 20-35の
範囲にあってアマドコロより多かった(第 5表).結実
率は49-76%で高かった.1果実内の種子数は， 1991年
の230果実の調査では 1-27個の範囲にあり，平均種子
数は3.9個であった.1992年の24果実の調査では， 1果実
中の種子数は 1-9個の範囲で，平均種子数は3.3個で
あった.オオナルコユリは シュー ト当たりの花数がア
マドコロより多く，また結実率が高〈安定していたので，
種子生産量がアマドコロに比べてかなり多くなった.オ
オナルコユリは種子生産量の点から見て，種子繁殖が有
望な繁殖手段になる可能性がある.
ユキザサ
生育 .調査開始の1989年4月7日には100%萌芽して
いて，その内69%のシュートはすでに本葉を展開してい
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れた.なお，結実率として 8月中旬の値を採用したのは，
前述したように8月下旬以降は地上シュートの枯れ上り
率が大きくなったからである.1997年8月29日に無作為
にサンプリングした93果実の調査では， 1果実中の種子
数は 1~ 3個の範囲で，平均種子数は1.3個であった.ユ
キザサは結実率も果実当たりの種子数も少ないので，種
子生産量は低く，繁殖手段としての種子繁殖は有望では
ないと思われる.
被茎の発達経過
アマドコ口
第4，5， 6図は根をすべて切除した根茎を真上から
見たものである. 5月21日の根茎の，当年成長している
シュートの基部の側面に新芽の突起が認められた(第4
図 左図).6月21日には，その新芽を頂端に持つ新根
茎がシュートの基部からほぼ水平に 2方向に成長しつつ
あるのが認められた(第4図一右図).新根茎はその後
9月21日の調査時まで伸長・肥大を続けているのが認め
られた(第5図，第6図一左図). 9月21日以降は新根
茎の伸長・肥大成長はほとんど認められなかったが(第
6図一左図，右図)，新根茎の頂端の芽は10月20日から1
月21日の間に成長を若干進めているのが認められた(第
7図一上図，下図).この新根茎の頂端の芽は翌春に新
シュー 卜として発達するものである.アマ ドコロの根茎
は多くの場合，以上のようにその年に萌芽成長したシュー
トの基部から 2又分校状に新根茎を2本発達させ，その
新根茎の頂端の芽が翌春に2本の地上シュートを発達さ
Table 6.Flowering and fruit setting of 
Smilαcma }apo九!ca.
Year Ko. of observed % Flowering No. of flower百 per% Fruit 
shoots shoots flowering shoot setting' 
198 
1989 
5.8 
5.4 
17.1 
34.6 
45 
62 
20 
13 
6 
'Observed in the middle of August 
にシュー トの先端に花序が現れ， 円錐花序として発達し，
花序長(最上位葉節から花序先端までの長さ)は 5月中
旬の始めまで増加した (6~ 13cm ， 平均11cm). 開花は 4
月末頃から 5月中旬の始めまで見られた.結実は 5月下
旬から認められた.なお，前年の調査では当年の場合よ
り半~1句ほど遅れて以上の成長が進行した . 地上シュー
トの枯れ上りは 7月下旬頃から始まり， 9月始めには半
数近いシュートが枯れ上がった(第 2表).前年は 8月
中旬からシュ トーが枯れ上り始めたが，以後枯れ上りが
急速に進み， 9月始めにはすべてのシュートが枯れ上がっ
た.
開花結実 花序を生じたシユートは全体の 5，6割で
あった(第6表).花序を持つシュートの平均着花数は
年度によりかなり差があり， 17花 (1988年)あるいは35
花 ('89年)であった 1989年の結実率は 6月23日には
13.4%であったが，その後落果が進み， 8月18日には5.4
%まで低下し， 9月15日には3.6%になった.しかし，前
年は7月8日から 8月19日まで5.8%の結実率が維持さ
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せるので，地上シュート数が毎年 2倍に増殖していく.
しかし， 2又分校した片方の新根茎の成長が不良で，そ
の芽の休眠が翌春になっても解除されず，前年成長した
1本の地上シュートに由来する新シュートが結局 1本し
か発達してこない場合もある.なお，この休眠芽が何年
か後に休眠解除され，地上シユートを発達させる ことも
認められる.地上シュ トー の基部に新芽が3個形成され
ることもあるが(例えば第6図一左図の左部，右図の右
上部と左下部)， 3本の新根茎がともに順調に発達する
ことはまれで，その内l本は成長が抑制され，その貧弱
な新根茎の新芽は翌春になっても休眠が解除されにくく，
結局春に地上に成長するシュートは前年に地上に成長し
Figure 4. Top views of rhizomes of Polygonatμm odorαtum dug on 
May 21 and June 21， 1990. Al1 roots were cut off 
Figure 5. Top views of rhizomes of Polygonatum odorαtum dug on 
Ju1y 21 and August 21， 1990. Al1 roots were cut off 
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Figure 6. Top views of rhizomes of Polygon日tumodor日tumdug on 
September 21 and October 20， 19~ω. All roots were cut of. 
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Figure 7. Side views of rhizomes of Polygonatum 
odorαtum dug on October 20 and Novem-
b巴r21， 19ωAll roots were cut off 
8 
たシュート 1本当たり 2本以下になるのが普通である.
以上のように新芽がすべてシュートに発達するわけでは
ないが，多くの地上シュートは翌春にそれぞれ2本の地
上シュートをもたらすので，アマドコロの自然の栄養繁
殖力はかなり旺盛であるといえる.なお，当年シュート
を春に摘除するとその基部の根茎の発達が不良になるが
(未発表)，当年シュートの摘除持期が根茎発達および次
年の地上部の発達に及ぼす影響については現在検討中で
ある.
ユキザサ
ユキザサの根茎の発達様式も基本的にはアマドコロと
同様で¥当年成長の地上シュートの基部から 2又分校状
に新根茎が発達し，その頂端の新芽が翌春に地上シュー
トとして発達する(第 8，9， 10， 11図).ユキザサも自
然の栄養繁殖力はかなり旺盛であるといえる.
分割根茎による増殖
アマドコ口
植え付けたほとんどすべての分割根茎がシュートを発
生したが， 2芽区は片方のシュートの成長が他方よりか
なり劣る場合があったので， 2芽区のシュートの生育調
査は成長の良いシュート l本のみを対象とした. 1芽区
の間では植付根茎が大きいほどシュート成長が優れる傾
向を示した(第7表). 2芽区は同じ根茎長の 1芽区よ
り成長が優れたが， 2芽の13cm区と21cm区の間にはシュー
アマドコロの生育経過と根茎分割増殖 一 高樹
Figure 8. Side and top views of a rhizome of Smilacinα 
japonica dug on April 23， 1988. 1n top view， all 
roots were cut off. 
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Fu<ure 9. Side and tOD views of a rhizome of Smilαcmα 
japonica dug on May 27， 1988. All roots were 
cut off 
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[TOP VIEW] 
Figure 10. Top view of a rhizome of Smilαcmα}apomca 
dug on May 27， 1988. All roots were 'cut of. 
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Figure 11. Side and top views of ~_ rhizome of Smilacinα 
Jα~ponica dug on July 29， 1988. All roots were 
cut off 
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Table 7.Shoot growth， flowering and fruit setting of Polyg口九αtμmodor，αtum propagated by rhizome division 
No. ofbuds and length No. ofobserved Shoot length' No. ofexpanded % Flowering No. offlowers per % Fruit 
(cm) - leaves per-shoot' o[ divided rhizom巴
One bud 
3cm 
9cm 
13cm 
17cm 
Two buds 
9cm 
13c工n
21cm 
， Observ巴don May 25， 1991 
， Observed on May 18， 1991 
shoots 
10 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
， Observed on September 21， 1991 
11.0aw 
17.1ab 
24.4bc 
36.5de 
28.6cd 
40.3e 
39.1e 
shoots flowering shoot' settmg' 
9.8aw 0% 。%
9.7a 36% 2.5 0% 
13.4ab 64% 4.1 0% 
15.7bc 91% 7.3 36% 
14.5bc 82% 4.4 38% 
17.8bc 100% 7.3 58% 
18.1c 91% 8.2 56% 
W Means within a column followed by different letters differ significantly by Tukey's HSD test， P=0.05 
Table 8. Shoot growth and flowering of Smilacinα]apo凡icapropagated by rhizom巴 division
No. of buds and length No. of observed Shoot le?gthz No. of expanded % Flowering 
of divided rhizome shoots (cm leaves per shoot' shoots 
One bud 
3.5cm 9 8.6a' 4.7a' 1% 
5cm 7 12.6ab 5.8abc 57% 
8cm 1 12.6ab 5.5abc 18% 
1O.5cm 1 12.1ab 6.5c 36% 
15cm 10 14.8b 6.4c 50% 
Two buds 
7cm 12 13.5b 5.1ab 42% 
lOcm 12 15.2b 5.9bc 33% 
， Observed 0口May1， 1991 
， Means within a column followed by different letters difer significantly 
by Tukey's HSD test， P=0.05 
ト成長で差は見られなかった.
開花結実に関しても植付根茎が大きいほど良好になる
傾向が見られたが(第 7表)， 1芽区の根茎長が13cm以
下の区では結実が見られなかったのに対して， 2芽区は
9 cm区で、も結実が見られた. また2芽区の13cm区と 21cm
区との問には開花結実で明白な差は見られなかった.
ところで l芽， 2芽区と も根茎長が大きいほど根茎量
が当然多くなる.また2芽区の根茎量は同じ根茎長の 1
芽区のそれよ りかなり多くなる.このこ とと実験結果と
を考え合わせると，分割根茎からのシュートの生育は，
根茎の形ないし芽数より，総根茎量の影響が大きく，根
茎量が多いほどシュートの生育が良好になると言える.
ただし，この効果が現れるのは， 根茎の大き さがある穏
10 
度以下の場合で，本実験の条件下では，Y字形の(2芽
の) 2又根茎では根茎長13cm程度，棒状の1芽根茎では
根茎長17cmよりやや大で (推定)，シユー トの成長，開
花結実が最大に達した.
ユキザサ
根茎長が3.5cmの区は他区より シュート成長， 開花と
も劣る傾向があったが(第 8表)，根茎長が 5cm以上の
区の間では 1芽. 2芽にかかわらずシュート成長に有意
な差は認められず，また開花については一定の傾向が認
められなかった.ユキザサでは，植付根茎の長さが5cm 
以上ならば，シュ トー の成長，開花に大差は生じないよ
うである.
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摘 要
園場栽培のアマドコロ，オオナルコユリおよびユキザ
サに関して， 3， 4年間養成した株の地上部の生育経過
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